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心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

は
つ
ら
つ
！
健
康
教
室
開
催

利用者
の　声

　

私
た
ち
は
、
毎
月
第
１
、３

水
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
３
時

半
ま
で
、
飯
山
市
公
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

30
代
か
ら
70
代
と
幅
広
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

す
。

　

も
も
と
せ
塾
が
発
足
し
た

き
っ
か
け
は
、
先
生
で
あ
る
日

展
作
家
・
藍
の
会
主
宰
の
日
詰

静
琴
先
生
の
個
展
が
信
濃
百
年

で
あ
り
、
そ
の
流
れ
る
よ
う
な

美
し
さ
の
「
か
な
書
道
」
の
作

品
に
感
銘
し
た
有
志
が
先
生
に

お
願
い
し
た
か
ら
で
す
。
な
の

で
会
の
名
前
を
「
百
年
＝
も
も

と
せ
」
と
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
昔
か
ら
書
に

親
し
ん
で
い
る
人
、
全
く
の
初

心
者
と
様
々
で
す
。
２
年
前
ま

で
飯
山
の
高
校
で
書
の
教
員

を
さ
れ
て
い
た
日
詰
先
生
は
、

個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
、
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　

私
が
感
じ
る
「
か
な
書
道
」

の
１
番
の
魅
力
は
「
無
」
に
な

れ
る
瞬
間
で
す
。
す
り
た
て
の

墨
の
香
り
の
中
、
細
筆
の
先
に

集
中
す
る
時
間
は
、
自
己
を
充

実
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

い
に
し
え
の
歌
の
世
界
に
は
、

忘
れ
か
け
て
い
る
日
本
の
美
し

い
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
年
賀

状
や
の
し
紙
の
名
前
な
ど
筆
を

使
う
場
面
で
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
一
度
見
学
に
い
ら
し
て
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
30
日
～
４
月
４

日
ま
で
、
長
野
市
新
田
町
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ
長
野
で
、

藍
の
会
書
展
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
私
た
ち
の
作
品
を
出
展
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

か
な
書
道
サ
ー
ク
ル「
も
も
と
せ
塾
」   

宮 

沢 

美 

穂

　

記
録
的
な
豪
雪

に
見
舞
わ
れ
た
冬

と
な
り
ま
し
た
が
、

や
っ
と
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
陽
気
と
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
私
も
奈
良
沢
青
年
会
会
長

と
な
り
２
ヵ
月
が
経
過
致
し
ま

し
た
。

　

豪
雪
の
為
開
催
も
懸
念
さ
れ

た
「
い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
」
も

「
が
ん
ば
ろ
う
！
い
い
や
ま
！
」

の
声
の
も
と
無
事
開
催
さ
れ
、

そ
の
中
に
お
き
ま
し
て
奈
良
沢

区
に
よ
る
大
天
狗
の
舞
を
今
年

も
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

寒
さ
の
中
、
市
内
外
か
ら
来
ら

れ
た
多
く
の
お
客
様
の
声
援
が

大
変
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
青
年
会
は
、
こ
の
雪
ま

つ
り
参
加
を
含
め
、
年
間
を
通

し
様
々
な
行
事
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
地
区
へ
の
貢
献
活

動
も
あ
り
ま
す
が
、
１
番
は
秋

季
例
大
祭
の
成
功
が
大
き
な
目

標
で
す
。
す
で
に
３
百
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
例
大
祭
の
運
営

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
の
が
青
年

会
で
あ
り
、
真
に
重
圧
な
が
ら
、

そ
れ
が
青
年
会
の
醍
醐
味
で

す
。

　

近
年
囁
か
れ
る
少
子
化
、
不

況
に
よ
り
職
を
求
め
て
離
郷
す

る
若
者
。
青
年
会
に
も
影
響
が

忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。
人
間
の

基
礎
的
欲
求
に
帰
属
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
故
郷
飯
山
へ
の

帰
属
の
意
識
は
市
民
の
誰
し
も

が
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
明

治
の
偉
人
達
が
真
剣
に
日
本
の

夜
明
け
を
考
え
た
様
に
、
私
達

も
飯
山
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思

い
ま
す
。
小
さ
な
所
か
ら
と
し

て
、
奈
良
沢
区
青
年
会
長
と
し

て
、
青
年
会
が
よ
り
魅
力
的
な

「
奈
良
沢
青
年
会
発
飯
山
の
未
来
へ
」

奈
良
沢
青
年
会
会
長   

横 

村 

剛 

志

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

会
に
な
る
為
の
思
考
を
し
て
み

ま
す
。
変
わ
っ
て
い
く
事
、
変

わ
ら
ず
に
い
る
事
。
飯
山
市
奈

良
沢
区
に
住
む
誇
り
を
大
切

に
、
ま
た
感
謝
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
事

を
、
会
員
と
共
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

飯
山
が
ず
っ
と
私
達
の
故
郷
で

あ
る
為
に
。

は
つ
ら
つ
！
健
康
教
室
開
催

　

冬
場
の
運
動
不
足
の
解
消
と

健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
は
つ
ら
つ
！
健
康
教
室
」

が
、
今
年
も
２
月
10
日
か
ら
５

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
教
室
で
は
「
ヨ
ガ
」

と
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
が
組
ま
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
寒
い
冬
で
も
楽
し
く
過

ご
せ
る
方
法
や
健
康
的
な
生
活

を
送
れ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学

び
、
豪
雪
で
疲
れ
た
心
と
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

◆
「
ヨ
ガ
」

　

講
師
に
井
出
ふ
み
子
先
生
を

迎
え
、４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
ゆ
っ

く
り
動
か
す
・
呼
吸
と
と
も
に

動
か
す
・
意
識
を
集
中
さ
せ
る
・

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
動
か
す
）

を
押
さ
え
な
が
ら
心
身
の
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
体
の
さ
び

が
と
れ
て
い
く
よ
う
で
す
ご
く

気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
か
「
膝

が
痛
く
て
も
こ
れ
で
あ
れ
ば
家

で
も
簡
単
に
で
き
そ
う
」
な
ど

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

◆
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

講
師
の
服
部
正
秋
先
生
よ
り

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て
３
回
に
わ
た
っ
て
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
の

違
い
に
つ
い
て
「
２
本
の
専
用

ポ
ー
ル
を
使
う
た
め
上
半
身
の

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
膝
関
節

等
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
た

め
リ
ハ
ビ
リ
に
も
活
用
で
き
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
で
き
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、

実
際
に
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
の
歩

き
方
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

最
初
、
戸
惑
っ
て
い
た
参
加
者

ら
も
時
間
を
重
ね
る
ご
と
に
マ

ス
タ
ー
し
て
い
き
、「
と
に
か

く
楽
し
い
」
と
い
う
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
展
示
発
表

　

４
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

　

会
場
：
飯
山
市
公
民
館

　
　
　
　

飯
山
市
美
術
館

柳
原
書
道
ク
ラ
ブ　

千
曲
み
ず

ゑ
会　

柳
原
陶
芸
ク
ラ
ブ　

革

の
花　

仏
像
彫
刻　

飯
山
市
華

道
会
（
草
月
流　

草
月
流　

梶

井
宮
御
流　

華
道
遠
州　

池
坊

　

池
坊
）　

飯
山
水
墨
画
協
会

（
す
み
れ
会　

水
墨
会　

椿
の

会　

水
墨
画
同
好
会
）　

飯
山

日
本
画
協
会
（
信
濃
日
本
画
院

　

楓
の
会　

こ
ぶ
し
の
会
）　

写
楽
会　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

ベ

ル
ア
ル
ト　

サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ

イ
チ　

飯
山
市
書
道
協
会
（
寿

宝
会　

墨
悠
会　

可
南
会　

滴

翠
会
）　

ち
ぎ
り
絵
グ
ル
ー
プ

　

手
芸
サ
ロ
ン　

浦
野
昭
男　

武
田
仁
守　

松
澤
芳
宏　

渡
辺

一　

村
松
和
夫　

今
清
水
重
之

　

木
内
順
一　

渡
辺
智
子

★
舞
台
発
表

　

４
月
23
日
（
日
）

　

会
場
：
飯
山
市
民
会
館

シ
ル
バ
ー
歌
声
教
室　

こ
は
る

日
の
会　

簡
化
二
十
四
式
太
極

拳　

い
い
や
ま
の
元
気
な
仲
間

た
ち　

市
老
連
ダ
ン
ス
同
好
会

　

も
み
じ
会　

コ
ー
ロ
・
エ
テ

ル
ナ　

世
界
の
踊
り
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

轟
昭
二　

島
田
美
代　

キ
ン
タ
と
ケ
サ

ち
ゃ
ん　

花
房
会　

飯
山
子
ど

も
と
本
を
よ
む
会　

オ
カ
リ
ナ

サ
ー
ク
ル
憩
吹　

オ
カ
リ
ナ

サ
ー
ク
ル
せ
み
し
ぐ
れ　

し
ろ

や
ま
道
場　

女
性
合
唱
団
フ
ィ

オ
ー
レ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ハ
ー

モ
ニ
ー　

ま
ろ
う
づ　

飯
山
混

声
合
唱
団　

心
の
う
た
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ　

雪
椿
ハ
ー
モ
ニ

カ
ク
ラ
ブ　

奥
信
濃
大
正
琴

連
絡
会　

コ
ー
ル
か
た
く
り

　

ミ
ッ
キ
ーM

ickey　

ア
ク

アAQ
UA　

太
田
鈴
虫
の
会　

常
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ　

白

鳥
バ
レ
エ
学
園
飯
山
教
室　

東

雅
洋
社
中　

Shining

ー
シ
ャ

イ
ニ
ン
グ
ー　

安
田
清
涼
会　

N
ATTY　

河
藤
た
つ
千
代
社

中　

み
ゆ
き
野
吹
奏
楽
団　

フ

ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会　

ザ
・
メ
イ

プ
ル　

飯
山
市
民
劇
団
「
土
」

　

飯
山
吟
道
会

問
い
合
わ
せ
先

　

第
26
回
飯
山
市
民
芸
術
祭　

事
務
局

（
市
民
会
館
内
℡
62
３
３
４
１
）

第
26
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

～
創
造
と
参
加
す
る
よ
ろ
こ
び
～

【
参
加
団
体
・
個
人
一
覧
】（
２
月
28
日
現
在
）

NPO法人ドリームユニオン

パソコン講習会のご案内
････････････････････････････････････････････････
■ 初心者のためのﾊﾟｿｺﾝ活用術〈10 回ｺｰｽ〉
午後ｺｰｽ、夜ｺｰｽ 4/4,4/7,4/11,4/18,4/21,4/25,4/28,
　　　　　　　 5/2,5/5,5/9,5/12
内容：初心者対象。文字入力、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、電子ﾒｰﾙ、
　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗの基本操作を学習します。
････････････････････････････････････････････････
■ ワード中級〈6 回ｺｰｽ〉
午後ｺｰｽ、夜ｺｰｽ 4/12,4/13,4/19,4/20,4/26,4/27
内容：文書編集（拡張書式）、表の作成、印刷、
　　　図形利用、はがき作成を学習します。
････････････････････････････････････････････････
○講習時間：午後ｺｰｽ（PM1:30 ～ 3:30）
　　　　　　　夜ｺｰｽ（PM7:00 ～ 9:00）
○申込問合：NPO 法人ﾄﾞﾘｰﾑﾕﾆｵﾝ 62-2113（高橋）
　　　　　  又は E-mail:info@dream-union.com
○受講料：講習代金、教材費（詳しくはお問い合せ下さい）

後援　飯山市公民館

第
26
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

　成人式協力員募集！！ 　飯山市公民館では、平成 18年度飯山市成人式 (8 月 15 日開催予定 ) に先
立ち、本年度成人式該当者 (S60.4.2 ～ S61.4.1 生 ) の中より協力員を募集
いたします。詳しくは飯山市公民館 (℡ 62-3342）までお問い合せ下さい。


